
平成 1６年３月１９日 
 

  大阪府私立中・高等学校長様 
新教科「情報」関係者様 

大阪府私学教育情報化研究会   
会長 奥田 三郎   

（大阪国際大和田中・高等学校校長） 
プロジェクトのご案内 

平素は，当研究会の活動にご理解，ご協力を頂きありがとうございます。 
 
さて，下記の要領で，プロジェクト参加校を募集します。参加希望校は代表者の方お手数です

が下記研究会の事務局 池田まで３月３１日までにご連絡（担当教諭のお名前および役職）く

ださいますようお願い申し上げます。多数のご参加お待ちしています。 
 
 
研究の目的・意図 

 この一年間実施した研究の継続を目的とする。この一年間の実践で、生徒たちのプレゼンテーションのレベ

ルは、本当に向上した。今年度は一年間学んだ生徒たちをリーダーに はじめて参加の生徒に指導させたい。

もちろん自分たちの 1 年を振りかえることによりその生徒たちのスキルの向上も図ることができると予想して

いる。また教員側もこの一年行なった指導方法を振り返り、さらに良い情報機器を活用したコミュニケーショ

ン能力や表現力の育成方法を一段と高める指導法を模索することで、国際化と情報化に対応できる生徒の更な

る育成を図りたい。また教員研修を実施し 教員にもこの手法を広めたい。国語科・社会科・英語科・情報科・

総合科の先生の学校を超えた連携によるプログラムの充実、企業・様々な分野の専門化の方による講演や指導

の取り組みを通じて、教員をバランスよく配置し、日本人が苦手と言われるコミュニケーションのレベルを上

げることの考察を深めたい。また その指導法を広めたい。日程面においては、今年度においては 9 月まで

に実践を終了させ、後半は 振り返り・指導法の確立に時間をあてたい。 

 

研究実施計画： 

【１ｓｔ Stage】 時期：４月 

様々な視点から問題を検討しテーマへのアプローチを決めるために自己紹介および学校単位で

の学校紹介から様々なテーマについて ブレーンストーミングとディスカッションの技術を身

に付けていく 

■ 内 容：コーディネータ（教員）とともに参加者が、テーマについて話し合う。ディスカ 
ッションを通して互いの知識を出し合い、複眼的に問題へのアプローチ方法を見い出し、その

方法内のﾌﾟﾗｽ・ﾏｲﾅｽを考察する。 

【２ｎｄ Stage】 時期：５月 

様々な視点から問題を検討しテーマへのアプローチを決めるためにさらに機器を用いたディス

カッションを演習し、さらに＜他＞視点、＜多＞視点から問題を検討する力を養成する。 

■内 容：参加者がポイント：「ゲストによるﾌﾞﾚｰﾝｽﾄｰﾐﾝｸﾞについてのレクチャー」「参加者だ

けのﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ」そして「ゲストのﾌﾞﾚｰﾝｽﾄｰﾐﾝｸﾞの技法を使ってのﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ」の３者を比較し

て効果の差異をみる。また教員は 使える機材を整理し、その特性を考えるとともに機材の利

用技術を学ぶ。 

 

 

 

 



 

【３ｒｄ Stage】 時期：６月～7月 

効果的なプレゼンのためにわかりやすく、たのしく、説得力のあるプレゼンをするために、内

容の検討、プレゼンのプレゼンの中に、聞き手との双方向のコミュニケーションをとれるよう

な方策や技術を学ぶ。 

■内 容１：集めてきた情報、資料の整理の方法、技術を学ぶ。どのような種類の情報をどん

な方法で整理するのがプレゼンを行う上で有効なのかをゲストによる最新のプレゼンに関する

レクチャーやゲストと参加者のﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝを通して検討する。 

■ 内 容２：日本語の特性、英語の特性について考える。英語を使って今回の内容をプレゼ
ンしてみた場 

合を想定し、日本語で行う際との違いを考察し、双方の言語を使って効果的な提示方法を模索

する。 

▼ ポイント：ゲストによる、発話に関しての英語・日本語の特性をレクチャーで学び、「英語

の視点での 

プレゼン」「日本語の視点でのプレゼン」を作成し各々の効果について考える。 

【４ th Stage】 時期：８月（夏休み）  発表大会は 9 月～10 月に実施予定 

■ 内 容：最終発表のための具体的な情報提示の方法を考え、プレゼンを完成させ 大会で

発表させる。 

▼ ポイント：ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀと最終の発表に向けてプレゼンの作成をする。実際のシミュレーショ
ンをしながら、各グループで互いに評価しあいながら、それぞれの個性が活きるプレゼン

を完成させ発表させる。 

【５ th Stage】 時期：発表大会以降 

■ 内 容：大会で発表したことに対する振り返りとこれからの課題を考えさせる。 

ポイント：これまでの記録を振り返り、さらに発展したものにするにはというところを考えさ

せる。 

教員は 発表できるような形式にまとめる。 
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所在地 

〒543-0037 大阪府大阪市天王寺区上之宮町３番１６号 
電話 06-6771-5701 ＦＡＸ 06-6771-4678 

池田竜司（研究会事務局：私立上宮中・高等学校） 

研究代表者の所属長 

〒570-8555 守口市藤田町 6-21-57 

電話:06-6904-1118 

大阪府私学教育情報化研究会会長   奥田三郎  

（大阪国際大和田中・高等学校校長） 

 

 

 


